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シリ－ズ学会紹介　「経営学会」について

経営学会会務委員　　玉 置　光 司

　愛知大学経営学会は、経営学ならびに関連

諸科学の学術的研究およびその発展を促進す

ることを目的として、1992年に設立されまし

た。活動の概要は次の4点です。

　第1は紀要『愛知大学経営論集』の発行です。

経営学会は正会員（経営学部教員）と学生会員

（経営学部学生・大学院生）から構成されてい

ます。正確に言うと、少数の準会員もいます。

紀要は教員の研究成果発表の場となっていて、

年2回刊行しています。同時に、全国の主要な

大学と紀要の交換を行っています。

　第2が講演会、ワークショップへの助成で

す。講演会はどちらかと言えば専門性が高い

話が中心です。経営学研究科（大学院）は講演

会等を開催する独自の予算を持っていないの

で、それを補完する意味もあります。ワーク

ショップは、あるテーマについて全国から研

究者が集まって集中的に討議し、情報交換す

る場となります。

　第3が関連書籍や雑誌の収集およびパソコ

ンソフト類の整備です。以上は正会員への

サービスが中心ですが、学生諸君に対する支

援が第4として挙げられます。具体的には、優

秀な卒業論文に対して、「学会賞」や「努力賞」

を授与してその栄誉を称えるというもので

す。演習指導教官の推薦に基づき教授会が最

終決定します。また、学生諸君は入学時に自

動的に学生会員になっているので、紀要を無

料で受け取ることが出来ます。

　現在、経営学会室は名古屋校舎（みよし市）

にありますが、2012年度からは新名古屋校舎

に移ります。5学会（経営学会、経済学会、法学

会、国際コミュニケーション学会、現代中国学

会）が1部屋に集まりますので、経営学にとど

まらず、他学会の書籍も見られます。関心あ

る学生諸君は是非のぞいて見てください。特

に経営学会のコーナーには過去の学会賞受賞

論文が保管されていますので、それを見るこ

とは、自分の論文を作成する上で大いに参考

になるでしょう。

　会務委員を長年務めていて、最近気になっ

ていることがあります。紀要の刊行回数を年

4回に増やす学会があるなかで、経営学会は年

2回の原稿を集めるのに苦労しています。毎

号、100ページを超えることを目標としていま

すが、通常の（原稿）募集案内だけではそれに

達しない事態がたびたび起こっています。十

分な原稿が集まらない場合は協力が期待でき

そうな会員に特別に声をかけたりしますが、

それでも駄目な場合には会務委員が急遽投稿

してボリュームを増やし体裁を整えるという

ことも時々あります。

　これは正常な姿とはいえないでしょう。い

つまでもこのような状況が続くようであれ

ば、何らかの対策を講じなければなりません。

しかし、もし、原稿の集まりの悪さが、学外の

雑誌に掲載する機会が増えたことの反映であ

れば、これは大変歓迎すべき現象だと筆者は

考えます。評価が確立した学外雑誌であれば、

より広い範囲に影響を与えることが出来るか

らです。紀要は教員であれば誰もが掲載でき

大変便利ですが、そのぶん、内容は玉石混交に

なりがちで、評価が確立しているとは言い難

い面があります。日本の各大学が紀要（特に

文系）を持つに至った歴史的経緯を詳しくは

知りませんが、専門性の高い論文の投稿先を

見つけるのが困難と言う事情が当初あったか

と推察します。しかし、学問も国際化、グロー

バル化の波にさらされ、競争の激しい分野で

はこのような困難はある意味で解消されてき

ています。すなわち、国際誌まで視野に入れ

れば、専門誌への投稿は原則オープンで、誰も

が自由に投稿できるようになってきていま

す。経営学も分野が多岐に渡り、それぞれ事

情が異なるので、一概には言えませんが、今後

は、学外雑誌への投稿が増え、紀要はその役割
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を漸次縮小していくのかもしれません。しか

し、もし、原稿の集まりの悪さが単に研究成果

が乏しくなっていることの反映だとすれば、

由々しき事態が起こっていることになりま

す。今後は論文の質ということも含めて、特

に若い先生方を中心に紀要の在り方を議論し

ていく必要があると思います。

　「韋編」編集部の求めに応じて、経営学会に

ついて紹介することになりました。学会の簡

単な事業紹介の後、紀要の現状についても触

れました。このような場所で触れるのは不適

切な気もしましたが、折角の機会なので利用

させていただきました。経営学部教員の皆様

のお考えを会務委員までお寄せいただければ

有難いです。

コレクション紹介　「竹村文庫」について

　　　文学部教授　　鈴 木　立 子

　本学にある「竹村文庫」は旧制浦和高等学
校教授竹村昌次氏の旧蔵書であり、1664年か
ら1938年に刊行された欧文図書からなってい
る。概要は、ヨーロッパ、アジアの文化、歴史、
宗教に関する概説書、研究書、アジア諸語の欧
文訳、及び各地に派遣された使節、宣教師、探
検家の報告書である。若干の書籍には購買年
月日が記され（早いものは明治36年とある）、
日付とともに「Parisニテ求之」と書かれてい
るものもある。

　竹村氏の蔵書が愛知大学に寄贈されたの
は1953年5月28日であることは『愛知大学五十
年史』に記されている。愛知大学非常勤講師
武井義和氏に当時の記録を探していただいた
が、今のところその経緯を示す文書は見つけ
られていない。竹村氏は1942年4月（『朝日新
聞』4月6日朝刊　下記成田氏情報提供）に67
歳でなくなっており、本人の意思による寄贈
ではあるまい。寄贈のいきさつを探している
中で明らかになった竹村昌次氏について先ず
述べてみよう。

竹村昌次氏とは

　『旧制浦和高等学校同窓会　会員録　昭和
15年版』・『旧制浦和高等学校生徒名簿』による
と在職期間は1922年から1939年であり、1936
年まで文科の教授、1937年から39年までは講
師とある。担当教科は歴史であり、1925年・26
年には在外研究に出ており、1933年には東京
高等学校の教授を兼任している（以上は、埼
玉大学研究協力部図書情報課、情報サービス
チーム、成田義樹氏に調査していただいた）。
旧制浦和高等学校は1922年4月に最初の入学
者を迎えており、発足当時から浦和高校で教
鞭を執っていたことになる。1936年11月に当
時の校長が職務中に死亡したが、その際「竹村
昌次教授を校長事務取り扱いとした」（『読売


